
■人口 17,685 人（ー16）
　男性 8,651 人（ー６）
　女性 9,034 人（ー 10）
■世帯 6,656 戸（＋１）
※平成 24.１.１現在
　　　（ ）内は対前月比

まちのすがた
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皆
さ
ん
は
、
も
し
今
の
日
本
で
税

金
が
無
く
な
っ
た
と
し
た
ら
、
今
と

同
じ
だ
け
の
生
活
が
維
持
で
き
る
と

思
い
ま
す
か
？

　

現
在
の
社
会
か
ら
税
金
が
無
く
な

っ
た
と
し
た
ら
、
警
察
・
消
防
・
教

育
・
道
路
や
公
園
の
整
備
な
ど
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま

い
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

誰
も
が
納
税
を
義
務
と
し
て
認
識

し
、
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
国
や
町

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
き
ま
す
。

　

ほ
ぼ
す
べ
て
の
市
区
町
村
で
は
町

県
民
税
の
標
準
税
率
を
用
い
て
い
る

た
め
町
民
税
の
税
率
は
全
国
一
律
で

あ
り
、
決
し
て
本
町
だ
け
が
高
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

税
金
は
、
一
円
た
り
と
も
無
駄
な
く

私
た
ち
の
生
活
に
活
か
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
互
い
に
助
け
合
い
、
よ
り

充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
も
、
決
め
ら
れ
た
納
期
に
き

ち
ん
と
納
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

公
平
な
納
税
の
大
前
提
は
、
正
し

い
申
告
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。
自
分
た
ち
だ
け
の
た
め
で
な

く
、
子
ど
も
や
そ
の
次
の
世
代
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
、
申

告
と
納
税
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し

ょ
う
。

　

中
学
生
の
目
に
映
る「
税
」
に

つ
い
て
三
珠
中
３
年
生
、
河
西
歩

果
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
作
文
は
平
成
23
年
度
中
学

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
コ

ン
ク
ー
ル
で
山
梨
県
納
税
貯
蓄
組

合
総
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　私たちが豊かで安定した暮らしを続けてい

くために、国や町では様々な活動をしていま

す。公園、学校、ゴミ処理などの、いつも当

たり前のように利用しているもの、警察や消

防のようにいざという時に社会の安全を守る

役割を果たすもの。

　税金はこれらの活動を支える大切な財源で

す。納税者である私たちは税金の仕組みや使

いみちについて十分に知っておく必要があり

ます。

　国税庁が主催した「税に関する中学生の作

文」で山梨県納税貯蓄組合総連合会会長賞に

入選した三珠中学校３年、河西歩果さんの作

文を紹介します。

　皆さんもこの機会に税について考えてみま

しょう。

親子で考える税に関する標語【鰍沢税務署長賞】
三森光汰くん（市川小６年）・文宏さん親子の作品
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納税は
元気に暮らした

恩返し
みんなで作ろう

豊かな社会



　
「
復
興
増
税
」
も
し
そ
れ
が
、
私
た

ち
が
普
段
買
っ
て
い
る
食
べ
物
や
服

な
ど
に
も
か
か
っ
て
く
る
な
ら
、
ま

だ
中
学
生
で
あ
る
私
に
も
で
き
る
「
小

さ
な
復
興
支
援
」
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
増
税
は
、
現
在
、
所
得
、
法

人
税
が
中
心
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
私
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
食

品
な
ど
普
段
よ
く
買
う
も
の
も
増
税

し
て
よ
い
と
思
う
。
税
は
日
本
国
民

が
皆
払
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
少

な
い
額
で
も
集
ま
れ
ば
大
き
な
額
に

な
る
。
も
し
、
私
が
よ
く
買
う
物
も

増
税
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
だ
中

学
生
で
あ
る
私
に
も
で
き
る
「
小
さ

な
復
興
支
援
」
が
一
つ
増
え
る
こ
と

に
な
る
。
中
学
生
で
も
で
き
る
こ
と

な
ら
、
税
を
通
し
て
日
本
中
が
一
つ

に
な
っ
て
、
被
災
地
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
き
な
力
と
な
っ
て
、

気
持
ち
と
一
緒
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
増
税
は
、
必

ず
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
「
復
興
増
税
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の

記
事
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
実
際
に
払
っ
て
い
る
税

は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
私
の
一

番
身
近
に
あ
る
も
の
に
は
、
ま
ず
教

科
書
が
あ
る
。
教
科
書
の
裏
に
は
「
国

民
の
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。」
と
必
ず
書
い
て
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
読
む
た
び
に
、
日
本
に

日
本
国
民
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
私
の
住

む
町
で
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

が
全
額
町
で
補
助
さ
れ
る
。
習
い
事

な
ど
で
お
金
が
か
か
る
時
期
に
こ
の

制
度
が
あ
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
負

担
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
た
。
教
科

書
が
無
償
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
、
医

療
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら

は
全
て
税
の
制
度
が
あ
る
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
私
は
日
本
全
体
に
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。
名
前
も

知
ら
な
い
、
顔
も
見
た
こ
と
が
な
い

人
た
ち
が
払
っ
て
く
れ
て
い
る
税
に

よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

思
え
る
。

　

今
の
日
本
に
一
番
必
要
な
こ
と
は
、

「
日
本
が
一
つ
に
な
る
こ
と
」
日
本
を

一
つ
に
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て「
税
」

が
役
立
つ
の
だ
と
思
う
。
税
を
通
し

て
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
復
興
支

援
を
す
る
と
か
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

背
負
う
子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
受
け

さ
せ
る
と
か
、
税
を
納
め
る
と
い
う

共
通
の
こ
と
を
す
る
だ
け
で
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、

未
来
を
皆
で
創
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。
ま
ず
は
復
興
支
援
、
そ
し
て

今
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、
税
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
い
つ
か
私

も
、
税
を
納
め
て
、
日
本
を
支
え
る

一
人
に
な
り
た
い
。（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

　

２
月
16
日
か
ら
は
、
所
得
税
や
町

県
民
税
の
申
告
期
間
が
始
ま
り
ま

す
。
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
申
告
相
談
会

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『
税
で
支
え
る
』

三
珠
中
学
校
３
年　

河
西
歩
果

税に関する作品の入選者
（町内在住者抜粋・敬称略）

《親子で考える税に関する標語》
［ ］内は保護者の名前

■鰍沢税務署長賞
三森　光汰［文宏］（市川小）

■東京地方税理士会甲府支部長賞
蓮  岡  　凌［哲司］（市川小）

■金賞
渡井　彩未［成美］（市川小）

■銀賞
池谷　実莉［安彦］（市川小）
小沢　真未［哲也］（市川小）
立川　佳穂［  潔  ］（市川小）

■銅賞
奥原　芽衣［昭二］（上野小）
伊藤　勇矢［周二］（市川東小）
中山　拓己［洋巳］（市川南小）
川添ももか［美穂］（市川小）
一瀬　亜海［一幸］（市川小）
上田　竜也［裕之］（六郷小）

《中学生の「税についての作文」》
■山梨県納税貯蓄組合総連合会会長賞

河西　歩果（三珠中）

■鰍沢税務署長賞
光寺凱仁（市川中）

■鰍沢納税貯蓄組合優秀賞
諏訪　陽祐（三珠中）

《税に関する高校生の作文》
■鰍沢税務署長賞

内藤　若菜（市川高）
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所得税、町県民税の申告が始まります。受付期間は、
2月16日(木)から3月15日(木)までです。忘れず、
お早めに申告を済ませましょう。
受付期間中、税務署や町の申告会場は大変混雑しま
す。特に町の申告相談会場は午前中の混雑が予想さ
れますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。

正しく早めに済まして
　　　　シマウマしょう

税の申告は正しく、お早めに！
申告受付期間２/16 木～３/15 木

▼�

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
書
」
が
郵

送
さ
れ
た
方
。

▼�

土
地
・
建
物
の
譲
渡
や
交
換
を
さ
れ

た
方
。

【
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
場
合
】

▽�

１
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
方
。

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
】

▽�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

合
計
が
、
20
万
円
を
超
え
る
方
。

▽�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
方
。

▽�

年
末
調
整
で
、
保
険
料
や
扶
養
な
ど

の
控
除
を
忘
れ
た
方
。

※
こ
の
ほ
か
に
、次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
、
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽�

マ
イ
ホ
ー
ム
を
、
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
と
き
。

▽
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
。

▽
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
。

▽�

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
と
き
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
町
県
民
税

の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
所
得
税

の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
町
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告

が
必
要
な
方

2
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町の申告相談会
２/16 ㈭～３/15 ㈭

※土日はお休みします

※ 2/24 ㈮は会場の都合により
お休みさせていただきます

【時間】午前 9 時 30 分～正午・午後１時～４時
※受付時間以外、相談会場には入れません。相談会場
前のロビーでお待ち下さい。

【場所】町役場本庁舎１階大会議室
※相談会場は本庁舎のみです。

※相談会場では、先着順にご案内します。混雑時に

は長時間お待ちいただく場合がありますが、ご理解・

ご協力をお願いいたします。

※申告書の提出のみの場合は税務課窓口、各支所の

住民サービス係窓口で期間中、随時受け付けます。
（相談は本庁舎にてお願いします）

【問い合わせ】町税務課住民税係☎ 055-272-1104

年金受給者の申告相談会
【日時】２/ １㈬　午前 10 時～正午・午後１時～４時

　　　　　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）
【会場】町役場本庁舎１階大会議室
【問い合わせ】鰍沢税務署☎ 0556-22-3191

小規模納税者のための無料相談会
【日時】２/21 ㈫・2/22 ㈬　午前 10 時～正午 / 午後

１時～４時（受付は終了時間 30 分前まで）
【会場】市川大門町民会館２階講堂
【問い合わせ】

　東京地方税理士会甲府支部☎ 055-233-1318



▼�

お
手
元
に
「
町
民
税
・
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
申
告
書
」（
青
字
で
印

刷
）
が
配
布
さ
れ
た
方
。

▼�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
申

告
書
を
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼�

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
２
月
上
旬
頃
申
告
書
が

戸
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼�

申
告
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
で
、
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

町
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

申
告
相
談
に
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
し
皆
さ
ん
が

効
率
的
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

■
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
方
は

▽
売
買
（
請
負
）
契
約
書

▽
住
宅
の
登
記
簿
謄
本

▽�

住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書

▽
住
民
票

▽�

本
人
の
預
金
通
帳
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の

■
所
得
税
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

は
、
さ
ら
に

▽�

支
出
医
療
費
を
証
明
す
る
領
収
書

次
の
点
を
準
備
・
把
握
し
て
お
い
て
下

さ
い
。

■�

生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
掛
け
金
が

あ
る
方
は
「
掛
け
金
の
払
い
込
み
証

明
書
」を
用
意
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

■�

商
売
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

収
入
・
支
出
の
内
訳
を
、
項
目
別
に

積
算
し
整
理
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

■�

農
家
の
方
は
、
農
機
具
・
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
取
得
年
月
日
と
収
入
支
出

の
内
訳
を
、
項
目
別
に
整
理
し
計
算

し
て
お
い
て
下
さ
い
。

■�

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
用
意

し
て
下
さ
い
。

■�

国
民
年
金
の
掛
け
金
が
あ
る
方
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
を
用

意
し
て
下
さ
い
。

▽�

申
告
書
（
確
定
申
告
さ
れ
た
方
は
昨

年
の
控
え
も
）

▽
収
入
支
出
の
分
か
る
帳
簿
類

▽
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

▽
印
鑑
（
認
印
可
）

▽�

学
生
の
場
合
は
学
生
証
も
し
く
は
在

学
証
明
書
、
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

申
告
相
談
会
を
ご
利
用

下
さ
い

相
談
を
受
け
る
準
備

相
談
に
持
参
す
る
も
の

町
県
民
税
の
申
告が

必
要
な
方

その他の無料相談会
■年金および
　医療費還付申告のための広域無料相談会

【日時】２月９日㈭～10 日㈮ 　午前 10 時～午後４時
　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）

【場所】甲府市総合市民会館３階大会議室

■税理士記念日無料相談会
【日時】２月 23 日㈭　

　　　　午前 10 時～正午・午後１時～４時
　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）

【場所】税理士会館（甲府市）
問東京地方税理士会甲府支部☎ 055-233-1318

◎所得税の確定申告書はホームページをご利用下

さい。国税庁　http://www.nta.go.jp

◎税に関する質問にコンピューターがお答えします。

タックスアンサー▶ http://www.taxanswer.nta.go.jp

【問い合わせ】

［所得税］鰍沢税務署☎ 0556-22-3191
［町県民税］町税務課住民税係☎ 055-272-1104

申
告
書
の
配
布

▽�

医
療
費
を
補
て
ん
す
る
保
険
金
な
ど

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
明
細
書
（
分

娩
費
、
高
額
療
養
費
、
健
康
保
険
や

組
合
な
ど
か
ら
の
給
付
金
な
ど
）

▽�

本
人
の
預
金
通
帳
の
口
座
番
号
が
分

か
る
も
の

※
あ
ら
か
じ
め
領
収
書
を
個

人
ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と

に
ま
と
め
、
計
算
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

注 意

2
2012
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市
川
三
郷
町
に
は
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い

ち
か
わ
」
と
い
う
介
護
老
人
保
健
施
設
が

あ
り
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
と
は
、
病
状
が
安

定
期
に
あ
り
入
院
治
療
の
必
要
は
な
く
て

も
介
護
の
必
要
が
あ
る
方
に
対
し
、
心
身

の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
や
介
護
を

提
供
す
る
施
設
で
す
。

　

明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
利

用
者
が
高
齢
で
あ
っ
て
も
障
害
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
利
用
方
法
に
は
「
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
短
期
入
所
療
養

介
護
」「
入
所
」
の
３
つ
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
利
用
者
の
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
使
い

分
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
自

宅
で
生
活
中
の
要
介
護
状
態
の
方
を
対
象

に
心
身
機
能
の
維
持
、
改
善
を
目
的
に
、

ま
た
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
事
、
入
浴
、
送

迎
な
ど
を
提
供
す
る
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
は
、

介
護
保
険
利
用
者
で
要
介
護
認
定
が
要
支

援
１
～
２
、
要
介
護
１
～
５
の
方
が
対
象

で
す
。

　

自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
方
に
食
事
や
入

浴
な
ど
の
日
常
生
活
訓
練
、
ご
本
人
や
ご

家
族
の
要
望
に
合
わ
せ
た
個
別
訓
練
を
日

帰
り
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
作
業
療
法
士
・
介
護

福
祉
士
・
看
護
師
な
ど
の
専
門
の
職
員
が

よ
り
良
い
在
宅
生
活
の
た
め
に
集
中
的
な

個
別
リ
ハ
ビ
リ
で
か
か
わ
り
ま
す
。
楽
し

さ
だ
け
で
な
く
、
よ
り
自
立
し
た
生
活
の

支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

「明日も来たい」そんなデイケア

通所
リハビリテーションの

ご案内
介護を必要とする方に対し介護サービ

スを提供する施設「介護老人保健施設

ケアセンターいちかわ」。その中の一つ、

通所リハビリテーション（通称・デイケ

ア）についてご紹介します

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
」
と
は

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
通
称
・
デ
イ
ケ
ア
）

自
立
し
た
よ
り
良
い
生
活
を

送
る
た
め
に

▪
快
適
な
在
宅
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

う
、
私
た
ち
が
お
手
伝
い
し
ま
す

　

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
・
作
業

療
法
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
支
援
相

談
員
・
運
転
手

介護老人保健施設ケアセンターいちかわ
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個
別
訓
練
は
、
自
立
支
援
や
「
や
り
た
い
こ
と
」

を
目
標
に
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
ま
す
。

　

作
業
療
法
士
に
よ
る
、
関
節
の
動
き
を
良
く
す

る
訓
練
や
筋
力
訓
練
、
立
ち
座
り
や
移
乗
・
歩
行

な
ど
の
基
本
動
作
の
訓
練
を
し
ま
す
。

　

ま
た
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
滑
車
な
ど
の
運
動
機

器
、
物
理
療
法
と
し
て
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
や
低
周
波

治
療
器
、
浮
腫
を
軽
減
さ
せ
る
為
の
エ
ア
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
（
写
真
）
を
と
り
揃
え
て
い
ま
す
。

▪�無理をせず自分に合う運動や過
ごし方ができました。

▪�自分ができない事に気配りをし
てもらえました。

▪�職員の対応がソフトな感じで親
切だと思います。

▪�リハビリで普段の生活での動作
の練習ができました。自宅で活
かせています。

▪�同世代の仲間がいるため、みん
なと話をするのが楽しいです。

▪�無口な主人ですが、行くのを
嫌とは言わないで、１年間よく
通ったと思います。皆さまのお
陰だと思って感謝しています。

▪�家では歩けないのですが、ここ
では介助されながらでも歩ける
事がうれしいです。

▪�１人暮らしのため、専門の職員
にいろいろな事を聞いてもらえ
安心しています。

声 通所リハビリテーション
サービスいろいろ

個別リハビリテーション　

排
便
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
傷
の
処

置
、
体
温
や
血
圧
測

定
。
ま
た
必
要
な
酸

素
濃
度
や
状
態
を

看
て
医
師
や
病
院

へ
相
談
し
、
異
常
の

早
期
発
見
と
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

健康チェックと治療

　

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の

気
分
転
換
や
社

会
交
流
、
お
花

見
、
バ
ス
ハ
イ

ク
、
夏
祭
り
な

ど
の
行
事
で
楽

し
み
ま
す
。

レクリエーション

　

機
械
浴
（
写
真
上
）
で
は
寝
た
ま

ま
で
も
座
っ
た
状
態
で
も
、
機
械
を

使
っ
て
安
心
し
て
負
担
な
く
お
風
呂

に
入
れ
ま
す
。
一
般
浴
（
写
真
下
）

で
は
大
型
浴
槽
で
温
泉
気
分
が
味
わ

え
ま
す
。

　

入
浴
は
毎
日
利
用
で
き
ま
す
。

入　浴

糖
尿
や
高

血
圧
な
ど
の

治
療
食
も
可
能
で
す
。

麵
、
パ
ン
等
も
選
べ

ま
す
。

食 

事

本
人
が
持
っ

て
い
る
心
身

の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
た
生
活
動
作

の
指
導
、
見
守
り
、
援
助
を
行
い
ま
す
。

日
常
生
活
動
作
訓
練

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

講
師
に
来
て
い
た
だ

き
手
芸
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
・
午
後

２
時
30
分
～
４
時

趣
味
活
動

■サービス提供時間

午前10時～午後４時
リハビリのみ、入浴のみでも利用で
きます。その場合でも送迎します。
ご希望に合わせて、時間短縮や１時
間程度の延長も可能ですのでご相
談下さい。

利用者　　    の家　族

■施設内の見学、通所リハビリテー
ションをはじめ、入所、介護保険、
医療福祉にかかわる質問、相談を
承っています。またペースメーカー、
在宅酸素、インスリン注射、尿道カ
テーテル、胃ろう、人工透析、寝た
きり、認知症の問題など、お気軽に
ご相談下さい。

【問い合わせ】ケアセンターいちか
わ☎ 055-272-5121（支援相談員・
高野 /介護支援専門員・渡辺）
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誕
生氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

１2 月
届出分

（敬称略）

　

み
な
さ
ん
、
毎
年
町
の
健
康

診
断
は
受
け
て
い
ま
す
か
？

　

今
年
も
５
月
の
市
川
地
区
を

か
わ
き
り
に
、
９
月
に
六
郷
地

区
、
10
月
に
三
珠
地
区
で
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
、
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
ご
本
人
、
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
の
方
な
ど
、
年
に
１
回
は

ご
自
身
の
身
体
の
た
め
に
健
康

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
診
断
の
申
し
込
み
書
を

市
川
地
区
は
２
月
上
旬
、三
珠
、

六
郷
地
区
は
５
月
中
旬
に
個
別

郵
送
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
し

込
み
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
診
断
は
、
自
分
自
身
の

健
康
状
態
を
把
握
し
、
病
気
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
今
は
痛
み
も
何
も
な
い
か

ら
受
け
な
く
て
も
大
丈
夫
」
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
自

覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
身
体
を

む
し
ば
ん
で
い
る
病
気
も
あ
り

ま
す
。

　

病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
年
に
１
回
の
健
康
診

断
は
ぜ
ひ
受
け
て
下
さ
い
。

　

国
民
の
２
人
に
１
人
は
「
が

ん
」
に
な
り
、
そ
の
う
ち
の
３

人
に
１
人
は
「
が
ん
」
が
原
因

で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
川
三
郷
町
で
の

が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
で
最
も

多
い
の
は
肺
が
ん
、
次
い
で
胃

が
ん
、
肝
臓
が
ん
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
治
癒

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
に

１
回
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
大

切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
は
生
活
習
慣
や
生
活
環

境
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
予

防
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
普
段
か
ら
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
が
け
で
が
ん
は
予
防

で
き
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
る
12
カ
条

は
が
ん
予
防
の
み
な
ら
ず
、
広

く
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
が
ん
は

怖
い
病
気
で
す
が
、
あ
な
た
自

身
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
予
防

可
能
な
、
ま
た
治
療
可
能
な
病

気
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問町いきいき健康課健康増進係☎ 0556-32-2114

健
康
診
断
で
病
気
を
早
期

に
発
見
し
よ
う

が
ん
検
診
も
１
年
に
１
回

は
受
診
を

「
が
ん
」
を
予
防
す
る
た
め

の
12
カ
条

自
分
の
身
体
を
大
切
に

今
年
も
５
月
に
市
川
地
区
で
、
９
月
に
六
郷
地
区
、
10
月
に

三
珠
地
区
で
町
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

2
2012
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■
が
ん
予
防
の
12
カ
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

②
野
菜
、
果
物
を
豊
富
に
摂
取

③�

食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
摂

取
は
控
え
め
に
、
適
切
な
体

重
を
維
持

④�

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に
、

熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

⑤�
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。
お
酒

は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑥
適
度
に
運
動

⑦
規
則
正
し
い
生
活

⑧�

発
が
ん
リ
ス
ク
（
紫
外
線
、

放
射
能
、
焦
げ
た
食
品
、
か

び
が
生
え
た
食
品
）
に
注
意

⑨�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
、
ピ
ロ
リ

菌
の
感
染
予
防
と
治
療

⑩
定
期
的
な
が
ん
検
診
の
受
診

⑪�

身
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た

ら
す
ぐ
に
相
談

⑫�

正
し
い
が
ん
情
報
と
が
ん
の

性
質
を
理
解
す
る

　

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

で
、
病
気
を
招
き
や
す
く
す
る

生
活
習
慣
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

改
善
す
る
こ
と
で
病
気
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
血
糖
値
や
血
圧
が
高
く

な
っ
て
い
る
」「
い
つ
の
間
に

か
脂
肪
肝
に
な
っ
て
い
た
」
な

ど
、
生
活
習
慣
病
は
自
分
で
は

気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

実
は
身
体
の
ど
こ
か
に
サ
イ
ン

が
出
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

健
康
診
断
は
年
齢
を
重
ね
た

人
だ
け
で
な
く
、
若
い
人
に
も

大
事
だ
と
言
え
ま
す
。

検査項目 検査内容

特定健診

身長、体重、腹囲測定、血圧、
血 液 検 査（GOT、GPT、
γ -GTP、中性脂肪、悪玉、
善玉コレステロール、空
腹血糖、HbA1c、尿酸、ク
レアチニン）、尿検査から、
生活習慣病になりやすい身
体にあるかを確認すること
ができる

胃バリウム

検査

食道や胃、十二指腸が狭く
なっていないか、胃に胃潰
瘍による粘膜のくぼみの有
無、胃炎の有無なども見る
ことができる

胸部
レントゲン

検査

肺炎、肺結核、肺がん、肺
気腫、胸水、気胸、縦隔腫
瘍をはじめとする呼吸器系
疾患の有無、その程度を知
ることができる

腹部
超音波
検査

肝臓、胆嚢、腎臓、膵臓な
どが対象となり、肝臓・胆
嚢・膵臓がん、肝硬変、脂
肪肝、胆石、ポリープ、腹
部大動脈瘤などが分かる

大腸（便）
検査

大腸がんや大腸ポリープ、
消化管出血などが分かる

乳がん
検査

乳がんの発見やしこり、石

灰化の有無が分かる

肝炎
ウイルス

検査

血液検査によってＢ型肝
炎、Ｃ型肝炎ウイルスの感
染有無を調べる

骨粗鬆症
検査

骨密度から骨の強さが分か
る

健
康
診
断
で
日
頃
の
生
活

習
慣
を
見
直
そ
う

健
康
診
断
か
ら
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
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　１月８日、平成 24 年市川三郷町消防団出初式が市川大
門町民グラウンドにて挙行されました。第１分団から第
12 分団までの団員と、今年は新たに女性消防隊も加わり
423 人による分列行進で幕を開け、機械器具点検やポンプ
操法が行われました。整列したその勇姿からは「地域を守
る消防団」としての志気がみなぎっていました。
　また式典では長い間消防団活動に従事された方々に対す
る各種表彰が行われ、日頃の功績を讃えました。

■山梨県消防協会長表彰
《甲種功労章》

水上　政成、有 泉 　 希
《乙種功労章》

市瀬　利彦、石川　正仁、窪田　幸一、遠藤　直樹
丸山　高仁、笠井　康二、望月　直人、丸 山 　 仁
都築　雅和、加藤　武師、望 月 　 司、望月　政雄
遅 沢 　 潤、上田　秀一

■山梨県峡南地域県民センター所長表彰
関部　喜彦、村松　一雄、一ノ瀬　一、小林　千弘

■峡南広域行政組合消防本部消防長章
有 泉 　 修、村松　一雄

■山梨県消防協会峡南支部長章
牧野　芳男、丹 沢 　 滋、土 橋 　 新、板倉　一晴
伊藤　正人、立川　茂春、前嶋　一哉、小 池 　 健
遠 藤 　 学、望月　真司、小 林 　 博、前 島 　 司
切金　孝哲、芦沢　洋至

■山梨県防犯協会鰍沢支部防犯功労章
渡 辺 　 孝、深沢　政樹、有 泉 　 希、鈴木　秀一
坂本　昌和、前 島　司

■市川三郷町長章
《30 年勤続功労章》

丹沢　秀彦、池川　栄一
《25 年勤続功労章》

芦沢　孝一、前 嶋 　 茂
《20 年勤続功労章》

石川　正仁、佐野　一浩、笠井　武道
《15 年勤続功労章》

河 野 　 誠、土 橋 　 新、岩下健太郎、渡邉　賢一
岸本　一成、石原　哲也、佐野　修一、長 田 　 稔
丸山　高仁、河 口 　 勝、上 田 　 匡、遠藤　勝彦
米山　良広、前 島 　 司、上田　秀一、渡 辺 　 豪

■市川三郷町消防団長章
《10 年勤続功労章》

佐野　秀樹、池谷　好司、塩 島 　 卓、富 田 　 豪
板倉　一晴、伊 東 　 聡、渡辺　久洋、荒 川 　 一
村松　正文、鈴木　秀一、遠藤　博樹、小林　芳男
榊 原 　 孝、小池　啓稔、斉藤　貴英、切金　孝哲

■退職消防団員報償
《消防庁長官表彰・銀杯１号》

村松　幹夫、小林　輝光、丸山　真司
《消防庁長官表彰・銀杯２号》

田中　重幸、村松　司郎、小林　悟志、木村　竹実
望月　高太、齊藤　茂樹、井上　浩一、渡辺　則夫
赤池健一郎、望月　良一、河 口 　 功

平成 24 年

　出 初 式
▪消防団員各種表彰者（順不同・敬称略）

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
が
帰
宅

後
、
家
庭
で
適
切
な
保
護
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

来
年
度
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方

は
、
次
の
４
会
場
ど
こ
で
も
良
い
で
す
の

で
必
ず
ご
参
加
下
さ
い
。

※
入
所
申
込
書
は
当
日
の
会
場
で
の
み
配

布
し
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

▽
町
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
１
年
生

か
ら
３
年
生
で

①�

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
日
中
適
切
な

保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

②�

疾
病
な
ど
で
日
中
適
切
な
保
護
が
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

※�

そ
の
他
、
健
全
育
成
上
指
導
を
必
要
と

す
る
児
童

【
内
容
】
▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
説
明

▽
保
護
者
会
に
つ
い
て

【
日
程
】
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か

ら
（
受
付
午
後
６
時
30
分
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
を
予
定

▽
２
月
３
日
㈮
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽�

２
月
７
日
㈫
大
同
地
区
公
民
館

▽�

２
月
10
日
㈮
市
川
大
門
町
民
会
館

▽�

２
月
14
日
㈫
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】
い
き
い
き
健
康
課
子
育

て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

放課後児童クラブ（学童クラブ）説明会のお知らせ



2
2012

No.07711

入札執行状況のお知らせ（平成 23年６月～９月） 問町財政課☎ 055-272-6091

工事名等 場　所　所所 請負金額 [ 円 ] 請負業者

上野小学校屋上防水改修工事 上野小学校地内 8,358,000 ㈱土屋工業

六郷小学校手摺改修工事 六郷小学校地内 2,992,500 ㈱山勇工業

町有住宅市川団地フェンス改修工事 市川大門字向新田地内 2,026,500 ㈱丸喜上野建設

三珠総合福祉センター耐震補強工事 上野 2714-2 22,365,000 砂田建設工業㈱

三珠総合福祉センター非常用発電機交換工事 上野 2714-2 3,108,000 南伸電工㈱

山保地内送水管布設工事（１工区） 山保地内の 1 7,360,500 ㈲塩島設備

山保地内導水管布設工事 山保地内の 2 16,065,000 ㈱長田組土建

平成 23 年�耐震性�水�設�工事設�・�理業務��23 年�耐震性�水�設�工事設�・�理業務��年�耐震性�水�設�工事設�・�理業務�� 市川大門地区　 798,000 ㈱オーツヤ測量

第 7 分団消防詰所新築工事設�業務�� 山保帯那地内 1,491,000 今福建築設�事務所

固定資産税 GIS データ更新業務 市川三郷町地内 2,940,000 ㈱フジ・フロンテ

三珠総合福祉センター耐震補強工事施工�理業務 上野 2714-2 1,344,000 ㈲木村設�

消防小型ポンプ積載車（4 �）（4 �） 町役場総務課役場総務課 20,968,500 東八防災㈱

帯那峠石龕修復工事 山保地内 2,467,500 ㈱長田組土建

狭あい道路拡幅整備工事（23-2）（23-2）23-2）） 上野地内 1,869,000 砂田建設工業㈱

上ノ原地内道路側溝改修工事 大塚地内 1,417,500 伊藤建材㈱

大塚南区地内道路側溝改修工事 大塚字堀込地内 871,500 三珠産業㈱

道林地内道路防護柵設�工事 大塚字道林地内 1,974,000 ㈲ドバシ工業

町道新町貝子沢線改修工事 市川大門字若宮地内 2,016,000 ㈲岸本興業

大木地内道路改修工事 大木地内 1,596,000 ㈱鹿島工業

市川大門地内他舗装補修工事 市川大門、印沢地内 903,000 ㈱丸美建設工業

大塚地内水路改修工事 大塚字東村地内 1,102,500 ㈱水上建設

市川大門地内水路改修工事 市川大門地内 3,150,000 ㈲岸本興業

高田地内水路改修工事 高田地内 1,680,000 ㈱丸美建設工業

文京地内水路改修工事 岩間字三反田地内 1,540,350 ㈱渡辺建設

町道宮原一本松広場線　舗装工事（��）（��）��）） 宮原地内 3,339,000 ㈱丸美建設工業

公共下水道管渠布設工事（� 23-1 工区）（� 23-1 工区）� 23-1 工区）） 市川大門地内 15,120,000 ㈱丸喜上野建設

公共下水道マンホールポンプ設�工事（� 23-2 工区）（� 23-2 工区）� 23-2 工区）23-2 工区）-2 工区）2 工区）工区）） 市川大門地内の 2 13,755,000 荏原実業㈱山梨営業所

公共下水道管渠布設工事（� 23-3 工区）（� 23-3 工区）� 23-3 工区）23-3 工区）工区）） 黒沢地内 17,430,000 ㈱鹿島工業

中央通り整備工事（第 2 工区）（第 2 工区）第 2 工区）） 市川大門地内 30,870,000 ㈱一瀬工務店

中央通り整備工事（第 3 工区）（第 3 工区）第 3 工区）） 市川大門地内 33,390,000 丹澤建設工業㈱

中央通り整備工事（舗装工事）（舗装工事）舗装工事）） 市川大門地内 8,421,000 ㈱丸美建設工業

落合の道祖神前広場整備工事 市川大門地内 3,108,000 ㈱一瀬工務店

市川大門地区耐震性�水�設�工事 高田地内 12,232,500 ㈱市川建設

市川三郷町消防団第７分団消防詰所新築工事 山保地内（帯名） 12,915,000 ㈱長田組土建

山保地内さく井工事 山保地内の 4 14,280,000 ㈱山梨ボーリング

山保地内送水管布設工事（２工区）（２工区）２工区）） 山保地内の 3 13,335,000 大栄土木建設㈱

下芦川地内水路改修工事 下芦川地内 5,197,500 砂田建設工業㈱

下水道管理システム構築業務 市川三郷町地内 6,090,000 ㈱六測

公共下水道管渠実施設�業務（基本設�） 市川大門地内 4,567,500 ㈱太陽設�

公共下水道管渠実施設�業務（�１工区） 黒沢地内 5,880,000 ㈱ブレーンズ

公共下水道地質・土質調査業務 市川大門地内の２ 2,520,000 ㈱山梨技術研究所

下水道工事に伴う配水管布設替工事実施設�業務�� 市川大門・高田・黒沢地内 5,040,000 新都市設�㈱

公共下水道管渠実施設�業務（�２工区）（�２工区）�２工区）） 市川大門地内の 3 7,371,000 ㈱理工エンジニアリング

鴨狩地内水路改修工事に係る測量設�業務�� 鴨狩津向地内 4,935,000 ㈱葵エンジニアリング

街なみサイン設�業務�� 市川大門地内 735,000 ㈱大成エンジニアリング

大塚第６地区 CDEF １工程業務�� 大塚字東村 7,066,500 望月測量設�㈱
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今
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各
種
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児
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⇨
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康
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育
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支
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係
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■
教
育
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⇨
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委
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会
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０
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２ 
月
イ
ベ
ン
ト
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ダ
ー

カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101

企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095　保育課保育係055-240-4160

【三珠庁舎】

三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157
【六郷庁舎】

六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0120-704-553←無料　055-272-7799
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 ～ 11:30） 
　内　　　科　⇨　月～金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月～金
　泌 尿 器 科　⇨　月～金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月～金（水・木は午前
のみ、金は第１・３・５週）

　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時～４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は…
■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
～
16
時
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２
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健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児科医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
診 療日：月曜（午前）/ 火曜（午後）

/ 金曜（午前）/ 土曜（午前）
※６日㈪と 20 日㈪は午後も 15:30 から
16:30 まで診察します。

■整形外科
今月から新たに山田治洋先生（月曜日）、
神平雅司先生（土曜日）をお迎えしました。

今月の診療日：いずれも午前中
６日㈪、20 日㈪、25 日㈯

【診療時間】
　午前９時～正午  /  午後２時～５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保年金係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
２

月
９
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁

舎
１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

内科診療体制
月 火 水 木 金 土

午前 山田 × × × 山田 三澤
午後 小俣 河野 × × × ×

■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106



　

市
川
三
郷
町
で
は
、
第
４
期
市

川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の
町

に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」
と
胸

を
張
っ
て
言
え
る
町
に
な
れ
ば
、

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
で
し
ょ

う
。
町
で
は
、
そ
ん
な
「
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
」
を
目
指
し
様
々
な

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
も

そ
の
１
つ
で
す
。

　

全
て
の
町
民
が
、
と
も
に
思
い

や
り
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
安

心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
町
を

実
現
す
る
た
め
、
あ
な
た
の
知
恵

や
感
性
を
町
の
施
策
に
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
人
数　

５
名
程
度

■
資
格
要
件　

▽
平
成
24
年
4
月

1
日
現
在
20
歳
以
上
で
町
内
在
住

の
方
▽
市
川
三
郷
町
が
「
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
」
に
な
る
こ
と
を
願

う
方

■
任
期　

平
成
24
年
4
月
1
日
～

平
成
26
年
3
月
31
日
の
２
年
間

■
活
動
内
容　

▽
『
市
川
三
郷
町

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
や
『
市

川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
』
に
基
づ
い
た
「
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
」
に
な
る
た
め
の
町
づ
く

り
へ
の
参
画
▽
男
女
共
同
参
画
の

啓
発
や
推
進
活
動　

他

■
申
込
締
め
切
り　

2
月
17
日
㈮

■
応
募
方
法　

氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、性
別
、電
話
番
号
、職
業
、

勤
務
先
を
記
載
し
た
う
え
、「
男

女
が
と
も
に
支
え
合
う
社
会
」
に

関
し
て
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

※
直
接
持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
に
て
受
け
付
け
ま
す
。
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
の

選
考
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
著
作
権
は

市
川
三
郷
町
に
帰
属
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

町
企
画
課
企
画
政
策
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
３

e
-m
a
il　

k
ik
a
k
u
@
to
w
n
.

ichikaw
am
isato.lg.jp

38

あなたの
知恵や感性を
活かして
みませんか？

市
川
三
郷
町

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

委
員
募
集

全国農業新聞
購読受付中

▷わかりやすい農業・農政の解説▷みんな知りたい
経営・流通の最新情報▷くらしと地域に活力を▷女
性の元気を応援

毎週金曜日発行　B3 版８～ 10 ページ
購読料：月 600 円（送料、税込み）

【問い合わせ・申し込み】
市川三郷町農業委員会事務局☎055-240-4157

農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を農業者年金

なにかと有利な農業者年金に加入しませんか
～農業者の方なら広く加入できます～

■少子高齢化時代に強い
■保険料の額を自由に決定
■終身年金で 80 歳までの保証付き
■税制上の優遇措置
■手厚い政策支援

詳しくは JA 西八代☎ 055-230-3056 まで
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以前放送された NHK 土曜ドラ
マの原作。登山家の事故に絡め、
その仲間や彼らを取り巻く恋愛
感情のもつれを緻密に描いてい
ます。美しい日本語でつづられ
るストーリーに山の知識がなく
ても楽しめます。本当の文学好
きに読んでもらいたい名作です。

（M.M/30 代女性 / 市川大門）

『氷壁』
（井上靖・新潮社）

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　２/23 ㈭ 午前 11 時～ 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分～ 5 時
　　　　　　　　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　２/28 ㈫午前11 時 15 分～ 11時 45 分
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　２/21 ㈫ 午後３時 30 分～４時

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

新 書図刊

『希望の筆　～ダウン症の書家
　　　・金澤翔子物語～』
（丘 修三 / 佼成出版社）

　「こころ」「時間」「いのち」。自分の意思では自由になら
ないこの３つがさだまさしの歌の永遠のテーマ。東日本大
震災を経て、歌手として人として自分に何ができるか…。被
災地から教わった答えがここにある。音楽は微力だが無力
ではない。日本と日本人に勇気を与える魂のメッセージ。

『いのちの理由』
（さだまさし / ダイヤモンド社）

　ダウン症でありながら、書家として活躍している金澤翔
子さん。「見る人を喜ばせたい」という純粋な心から生まれ
る書は、多くの人に感動を与えています。母親といっしょに、
一歩一歩、笑顔で歩んできたこれまでの道のりと、彼女の
素顔に迫るノンフィクションです。

■児童向け

■一般向け

わ たし の
一冊

■百人一首をたのしもう
　古くからの日本の伝統的な遊び「百人一首」。
この機会に、百人一首の楽しさを味わってみませ
んか？けっして堅苦しいものではありません。ど
なたでもお気軽にご参加下さい。（写真下・昨年の様子）

【日時】２月４日㈯午後１時 30 分～４時 30 分
【場所】市川大門町民会館１階和室
【講師】松野重郎先生
（日本かるた協会山梨支部）

※申し込みが必要です。
2/3 ㈮までに町立図書館
本 館 ☎ 055-272-8888 ま
でお申し込み下さい。

▲（１/14 冬のおはなし会・
市川大門町民会館）今年、
初めてとなるおはなし会。
第１部ではストリーテリン
グ、大型絵本などでお正月
に関するおはなしを。第２
部では、恒例となったカル
タ取りで楽しみました。（写
真）読み手の声とカルタに
集中する子どもたち。

『第２回清墨会軸装展』
　清墨会３/29 ㈭まで
　墨の濃淡によって描かれる水
墨画の美しさをご堪能下さい。

展示コーナー（本館）

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 ～ 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 ～ 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午～ 19:00［土・日］9:00 ～ 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

２/13 ㈪
～

2/20 ㈪
蔵書点検のため

休館します
（本館のみ）

　

本
館
で
は
上
記
の
期
間
、
蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
館
中
の
本
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
の
返
却
は
、
図
書
館
入
り
口

の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
下
さ
い
。
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【
募
集
内
容
】
保
育
士
職
２
人

【
勤
務
地
】
町
内
町
立
保
育
所

【
勤
務
時
間
】
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
交
代
制
有
）

【
応
募
条
件
】
保
育
士
の
有
資
格
者
（
平

成
24
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
者
を

含
む
）

※
幼
児
の
保
育
を
行
う
た
め
、
あ
る
程

度
の
体
力
が
必
要

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接
、
ピ

ア
ノ
演
奏
（
バ
イ
エ
ル
下
巻
程
度
）

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

保
育
士
証
の
写
し

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
保
育

課
☎
０
５
５(

２
４
０)

４
１
６
０

【
募
集
内
容
】
フ
ァ
ミ
サ
ポ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
兼
児
童
館
指
導
員
１
人

【
職
務
内
容
】
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
業
務
、
児
童

館
内
で
の
遊
び
の
指
導
な
ど

【
勤
務
地
】
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
市

川
三
郷
、
市
川
大
門
児
童
館

【
勤
務
時
間
】
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
（
土
曜
勤
務
の
場
合
あ
り
）

【
応
募
条
件
】
保
育
士
、
幼
稚
園
、
小
、

中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
諭
と
な
る
い

ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
方
、
ま
た
は
子

育
て
に
か
か
る
深
い
知
識
と
豊
富
な
経

験
を
持
ち
熱
意
と
関
心
の
あ
る
方

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
い

き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係
（
六

郷
庁
舎
内
）
☎
０
５
５
６
（
３
２
）

２
１
１
４

【
募
集
内
容
】
放
課
後
児
童
指
導
員
１
人

【
職
務
内
容
】
児
童
に
対
し
て
生
活
・

遊
び
の
指
導

【
勤
務
地
】
町
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

【
勤
務
時
間
】
平
日
（
午
後
１
時
か
ら

午
後
６
時
）、
長
期
休
み
期
間
中
（
午

前
９
時
～
午
後
６
時
）

【
応
募
条
件
】
保
育
士
、
幼
稚
園
、
小
、

中
、
高
等
学
校
の
教
諭
と
な
る
い
ず
れ

か
の
資
格
が
あ
る
方
、
ま
た
は
子
育
て

に
か
か
る
深
い
知
識
と
豊
富
な
経
験
を

持
ち
熱
意
と
関
心
の
あ
る
方

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
い

き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係
（
六

郷
庁
舎
内
）
☎
０
５
５
６
（
３
２
）

２
１
１
４

【
募
集
内
容
】
▼
下
地
区
公
民
館
主
事

１
人
▼
高
田
地
区
公
民
館
主
事
１
人
▼

山
保
地
区
公
民
館
主
事
１
人

【
職
務
内
容
】
公
民
館
事
業
の
企
画
運

営
、
団
体
サ
ー
ク
ル
の
指
導
助
言
及
び

公
民
館
の
管
理
、
他 

公
民
館
の
実
情

に
よ
る
業
務

【
勤
務
地
】
該
当
す
る
地
区
公
民
館

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
（
週
５
日
）

【
応
募
条
件
】
▽
地
域
に
精
通
し
て

い
る
こ
と
▽
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

(W
ord,Excel

な
ど)

が
で
き
る
こ
と

▽
一
般
事
務
及
び
会
計
処
理
事
務
が
で

き
る
こ
と

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
生
涯

学
習
課
☎
０
５
５(

２
７
２)

６
０
９
４

【
募
集
内
容
】
事
務
員
１
人

【
職
務
内
容
】
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書

等
の
各
種
証
明
書
発
行
業
務
、
各
課
の

申
請
書
等
受
付
業
務

【
勤
務
地
】
大
同
出
張
所

【
勤
務
時
間
】
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

【
応
募
条
件
】
町
内
在
住
の
方
・
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
（W

ord,Excel

）
が

で
き
る
こ
と

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
総

務
課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
２

【
募
集
内
容
】
作
業
員
１
人

【
職
務
内
容
】
文
化
施
設
な
ど
の
環
境

美
化
作
業
（
除
草
な
ど
）

【
勤
務
時
間
】
平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

【
応
募
条
件
】
平
成
23
年
３
月
11
日
以

降
の
離
職
者

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
生
涯

学
習
課
☎
０
５
５（
２
７
２
）６
０
９
４

文
化
施
設
な
ど
の
環
境
整
備
作
業
員

放
課
後
児
童
指
導
員

臨
時
保
育
士

各
地
区
公
民
館
主
事

フ
ァ
ミ
サ
ポ
兼
児
童
館
指
導
員

　町では、次のとおり臨時職員を募集します。

■共通項目

▼募集期間　２月１日㈬～２月17日㈮
　受付時間は平日午前８時 30分～午後５時15分
▼選考面接　３月１日㈭ [ 学校用務員のみ３月２
日㈮］　詳細は申し込み時にご確認下さい。
▼待遇　町臨時職員取扱規程を適用
▼任用予定日　平成 24年４月１日
▼その他　定年制あり（詳しくは各募集課で）
※申し込み、問い合わせは各課で受け付けます。

町臨時職員募集情報

大
同
出
張
所
事
務
員
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【
募
集
内
容
】
用
務
員
１
人

【
職
務
内
容
】
六
郷
町
民
会
館
の
管
理

及
び
清
掃
・
六
郷
庁
舎
内
外
の
清
掃
等

【
勤
務
地
】
六
郷
町
民
会
館

【
勤
務
時
間
】
火
～
土
曜
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
夜
間
が
あ
る
時

は
10
時
ま
で
）

※
夜
間
や
日
曜
日
に
出
務
が
あ
る
場
合

は
代
休
扱
い

【
応
募
条
件
】
六
郷
地
区
在
住
者
で
健

康
な
人

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
六
郷

支
所
庶
務
係
☎
０
５
５
６
（
32
）

２
１
１
１

【
募
集
内
容
】
非
常
勤
嘱
託
職
員
１
人

【
職
務
内
容
】
文
化
と
武
道
の
館
施
設

管
理

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
週
４
日
）

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

※
応
募
条
件
は
特
に
な
し

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
☎
０
５
５（
２
４
０
）

４
１
５
７

【
募
集
内
容
】
非
常
勤
嘱
託
職
員
１
人

【
職
務
内
容
】
製
紙
試
験
場
施
設
管
理

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
週
４
日
）

【
応
募
条
件
】
製
紙
技
術
・
分
析
・
和

紙
の
知
識
を
有
す
る
者

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
☎
０
５
５（
２
４
０
）

４
１
５
７

【
募
集
内
容
】
臨
時
職
員
１
人

【
職
務
内
容
】
歌
舞
伎
文
化
公
園
ふ
る

さ
と
会
館
施
設
管
理

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

※
応
募
条
件
は
特
に
な
し

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
☎
０
５
５（
２
４
０
）

４
１
５
７

【
募
集
内
容
】
学
校
用
務
員
若
干
名

【
職
務
内
容
】
各
学
校
の
用
務
員
服
務

規
程
に
よ
る

【
勤
務
地
】
町
内
各
小
中
学
校
内

【
勤
務
時
間
】
各
学
校
の
用
務
員
服
務

規
程
に
よ
る

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
・
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
添
付
）、

運
転
免
許
証
の
写
し

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

　

高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
所
「
市
川
ミ
ニ
デ
イ
」
生
き
が
い
活

動
援
助
員
（
臨
時
職
員
）、「
三
珠
ミ
ニ

デ
イ
」（
非
常
勤
職
員
）
及
び
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
太
陽
の
家
」
作
業

及
び
生
活
指
導
員
（
臨
時
職
員
）
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】

▼ 

生
き
が
い
活
動
援
助
員（
臨
時
職
員
）

［
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業
所
市
川
ミ
ニ
デ
イ
勤
務
］
１
人

▼ 

生
き
が
い
活
動
援
助
員
（
非
常
勤
職

員
）［
三
珠
ミ
ニ
デ
イ
勤
務
］
１
人

▼ 

作
業
及
び
生
活
指
導
員（
臨
時
職
員
）

［
太
陽
の
家
勤
務
］
１
人

【
応
募
条
件
】
平
成
24
年
４
月
１
日
に

65
歳
未
満
の
者
で
高
齢
者
や
障
害
者
に

理
解
が
あ
る
方

【
給
与
等
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時

職
員
に
関
す
る
就
業
規
則
に
よ
る

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書

【
受
付
期
間
】
２
月
17
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

４
１
７
９

　

町
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時

調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
臨
時
調
理
員
１
名

【
勤
務
時
間
】
交
代
制
▽
午
前
６
時
～

午
後
３
時
▽
午
前
10
時
45
分
～
午
後
７

時
45
分

【
応
募
条
件
】
60
歳
ま
で

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

健
康
診
断
書

【
受
付
期
間
】
随
時
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

【
採
用
予
定
】
随
時

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
立

病
院
総
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

３
０
０
０

六
郷
町
民
会
館
用
務
員

文
化
と
武
道
の
館
施
設
管
理
人

製
紙
試
験
場
施
設
管
理
人

学
校
用
務
員

歌
舞
伎
文
化
公
園
管
理
人

社
会
福
祉
協
議
会

町
立
病
院

【急募】
随時受付中
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信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
祭
り

の
開
催
期
間
中
、
会
場
整
理
、
案
内
、
運

行
補
助
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
７
日
㈯
（
案
内
業
務
は
6

日
㈮
も
）
担
当
内
容
に
よ
っ
て
時
間
は
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

【
募
集
人
数
】▽
会
場
整
理
・
運
営（
１
０
０

人
）
▽
救
護
補
助
（
10
人
）
▽
甲
州
軍
団

運
行
補
助
（
70
人
）
▽
案
内
業
務
（
20
人
）

※
い
ず
れ
も
原
則
18
歳
以
上
の
方

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
業

務
（
案
内
業
務
は
希
望
日
も
）、
過
去
の

経
験
有
無
を
明
記
の
上
、
〒
４
０
０―

０
０
３
１
甲
府
市
丸
の
内
１―

８―

17

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
係
ま
で
送
付
。
Ｅ
メ
ー
ル
（y-oka@

yam
akan-sk.jp

）
も
可

【
応
募
締
切
】
３
月
12
日
㈪
必
着

【
問
い
合
わ
せ
】
信
玄
公
祭
り
実
行
委

員
会
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
☎
０
５
５

（
２
３
１
）
２
７
２
２

　

山
梨
県
で
は
消
費
生
活
の
相
談
窓
口
と

な
り
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の

普
及
啓
発
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
消
費
生

活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
仕
事
の
内
容
】
▽
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
や
苦
情
に
応
じ
、
居
住
市
町
村
の
相

談
窓
口
へ
取
り
次
ぐ
▽
地
域
の
消
費
者
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
消
費
者
啓
発
を

行
う
こ
と　

な
ど

【
応
募
資
格
】
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
で
、
消
費
者
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
意
欲
が
あ
る
方（
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

【
募
集
人
員
】
14
名

【
任
期
】
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
２
月
10
日
㈮
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）

※
募
集
要
領
と
応
募
用
紙
は
、
消
費
生
活

安
全
課
、
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
各
地

域
県
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
消
費

生
活
安
全
課
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド

可
。http://w

w
w

.pref.yam
anashi.

jp/shokuhin-st/index.htm
l

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
消

費
生
活
安
全
課
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
３
５
２  FAX

０
５
５
（
２
２
３
）

１
５
８
７  

メ
ー
ルshokuhin-st@

pref.
yam

anashi.lg.jp

　

山
梨
県
障
害
者
相
談
所
で
は
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
に
対
し
、
専
門
職
員
に
よ
る

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
15
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
正

午
（
原
則
予
約
制
・
当
日
は
受
付
順
）

【
会
場
】
市
川
大
門
町
民
会
館
２
階
視
聴

覚
室

【
相
談
内
容
】
▽
補
装
具
に
関
す
る
相
談

▽
補
装
具
費
支
給
に
か
か
わ
る
医
学
的
判

定
▽
就
職
に
関
す
る
相
談
▽
そ
の
他

※
18
歳
以
上
で
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
福
祉
支
援
課
福
祉
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６　

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
つ
人
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
あ
な
た
も

審
査
に
加
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
検
察
が
事
件
を
起
訴
し

な
か
っ
た
と
き
、
被
害
者
な
ど
か
ら
申
立

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
甲
府
検
察
審
査
会
事
務

局
☎
０
５
５
（
２
１
３
）
２
５
４
８

　

雇
用
情
勢
の
厳
し
い
峡
南
地
域
で
、
地

域
雇
用
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
「
峡
南
地

域
雇
用
開
発
促
進
計
画
」
を
策
定
し
、
雇

用
開
発
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】
峡
南
地
域
で
地
域
雇
用
開
発
促

進
法
の
要
件
に
該
当
す
る
雇
い
入
れ
な
ど

を
行
う
事
業
主
は
、
次
に
掲
げ
る
国
の
助

成
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
地
域
雇
用
開
発
助
成
金

▽
地
域
求
職
者
雇
用
奨
励
金
（
事
業
所
の

設
置
・
整
備
を
行
い
求
職
者
を
雇
い
入
れ

る
事
業
主
に
対
し
、
設
置
な
ど
の
費
用
及

び
雇
い
入
れ
規
模
に
応
じ
て
助
成
す
る
）

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
計
画
に
関
し
て
は

県
労
政
雇
用
課
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
５
６
２
▽
助
成
金
の
内
容
は
山
梨
労
働

局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
☎
０
５
５

（
２
２
５
）
２
８
５
８

　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
能

力
開
発
の
機
会
と
し
て
次
の
と
お
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

■
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
定
員
20
名
）

【
日
時
】
３
月
７
日
～
14
日
午
後
６
時
～

午
後
９
時
（
６
日
間
・
18
時
間
）

【
内
容
】
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
企

画
書
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

【
受
講
料
】
▽
会
員
８
５
０
０
円
▽
会
員

外
１
０
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
締
切
】
２
月
29
日
㈬
ま
で

■
ワ
ー
ド
２
０
０
７
活
用
（
定
員
20
名
）

【
日
時
】
３
月
15
日
～
26
日
午
後
６
時
～

午
後
９
時
（
６
日
間
・
18
時
間
）

【
内
容
】
ワ
ー
ド
を
使
用
し
、
よ
り
高
度

な
文
章
作
成
方
法
の
技
術
を
習
得
す
る
。

【
受
講
料
】
▽
会
員
８
５
０
０
円
▽
会
員

外
１
０
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
締
切
】
３
月
８
日
㈭
ま
で

■
塗
装
教
室
（
定
員
30
名
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
検
察
審
査
会

甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

峡
南
地
域
雇
用
開
発
促
進
計
画山

梨
県

信
玄
公
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

能
力
開
発
教
室
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
募
集山

梨
県

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

山
梨
県
障
害
者
相
談
所
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【
日
時
】
３
月
６
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後

４
時

【
内
容
】
刷
毛
の
使
い
方
、
壁
の
上
手
な

塗
り
方
な
ど
を
実
習
を
通
し
て
学
ぶ

【
受
講
料
】
３
１
５
０
円

【
申
込
締
切
】
２
月
28
日
㈫
ま
で

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

※
い
ず
れ
の
教
室
も
、
会
場
は
山
梨
県
立

中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
職

業
能
力
開
発
協
会
総
務
企
画
課
（
丹
澤
）

☎
０
５
５
（
２
４
３
）
４
９
１
６

　

日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
協
会
で
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
週
間
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
専
門

分
野
の
先
生
が
一
般
の
方
を
対
象
に
分
か

り
や
す
い
講
演
を
行
い
、
会
場
か
ら
の
質

問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
申
し
込
み
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

【
日
時
】
２
月
５
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
山
梨
大
学
医
学
部
臨
床
小
講
堂

【
講
演
内
容
】▽
眼
科
領
域
の
ア
レ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
▽
花
粉
症
に
つ
い
て
▽
気
管
支

喘
息
に
つ
い
て
▽
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に

つ
い
て
▽
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻

咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
医
局
☎
０
５
５

（
２
７
３
）
６
７
６
９

　

警
察
は
、
暴
力
団
な
ど
に
よ
る
民
事
介

入
暴
力
事
案
に
対
し
断
固
た
る
姿
勢
で
臨

ん
で
い
ま
す
。
万
が
一
こ
の
よ
う
な
事
案

に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
、
安
易
な
妥
協
は

せ
ず
、
勇
気
を
持
っ
て
毅
然
と
し
た
態
度

で
対
応
し
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐

在
所
、
山
梨
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
に
な
ど
相
談
し
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
県
警
察
本
部
組
織

犯
罪
対
策
課
☎
０
５
５
（
２
３
５
）

２
１
２
１
▽
山
梨
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５
（
２
２
７
）

５
４
２
０

『最低賃金が改正されました』
■山梨県電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金
　１時間：793 円（効力発生日：H23/12/31）

■山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金
　１時間：801 円（効力発生日：H24/ １/25）

■山梨県最低賃金
　１時間：690 円（効力発生日：H23/10/20）

【問い合わせ】
山梨労働局賃金室☎ 055-225-2854

気
軽
に
相
談
、
民
事
介
入
暴
力
！

県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課

山
梨
ア
レ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

山
梨
大
学
医
学
部

児
童
館
の
予
定

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
友
優

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
５
２
２
６

■
育
児
講
座

ち
び
っ
こ
は
う
す
宮
沢
由
佳
先
生
に
よ

る
楽
し
い
親
子
遊
び
と
お
は
な
し
会

【
日
時
】
２
月
22
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
和
室

【
対
象
】
入
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

市
川
大
門
児
童
館

☎
０
５
５
（
２
３
０
）
３
１
３
９

■
わ
く
わ
く
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
in
児
童
館

ミ
ー
ト
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
教
室

【
日
時
】
２
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
市
川
大
門
児
童
館

【
対
象
】
小
中
学
生
と
保
護
者

■
あ
そ
び
広
場

季
節
の
行
事
を
楽
し
ん
だ
り
、
身
体
を

動
か
し
て
み
ん
な
で
遊
び
ま
す
。

【
日
時
】
毎
週
水
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
市
川
大
門
児
童
館

【
対
象
】
就
園
前
の
子
育
て
中
の
親
子

■
お
は
な
し
広
場
（
第
２
・
４
金
）

手
遊
び
を
し
た
り
、
絵
本
を
読
み
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
楽
し
め
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
10
日
㈮
・
24
日
㈮
午
前

10
時
30
分
～

【
場
所
】
市
川
大
門
児
童
館

【
対
象
】
就
園
前
の
子
育
て
中
の
親
子

　東京入国管理局甲府出張所は２月 2 日に次
のとおり移転します。

【移転先】〒 400-0031 甲府市丸の内 1-1-18 甲
府合同庁舎９階☎ 055-255-3350（電話番号
も変更されます）

【業務開始日】２月 20 日㈪（現庁舎での業務は
２月 17 日まで）

【交通機関】JR 甲府駅北口から徒歩３分
※移転前までの問い合わせは東京入国管理局
甲府出張所☎ 055-221-0206 まで

東京入国管理局甲府出張所は移転します

※
都
合
に
よ
り
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
都
合
に
よ
り
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す



　女性団体連絡協議会では、毎年クリスマスの時期、老人
保健施設ケアセンターいちかわへ入居者の慰問を行ってい
ます。今回も 12 月 21 日、同会のメンバー約 20 人がケア
センターいちかわを訪れ入居者と共に歌や踊りを楽しみまし
た。同会の会長・小林節子さんは「入居者の方々と一緒に楽
しむことで、勇気や希望を持ってもらえれば」と話していま
した。また、同会ではこの日慰問と同時に手ぬぐい 120 本
と生花を寄贈しました。

歌って踊って人生に希望と勇気を
女性団体連絡協議会・老健を慰問

地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101

受賞おめでとう
ございます

▲参加者全員で老健利用者の前で歌を歌いました

■公益財団法人
　やまなし環境財団「若宮賞」

市川三郷町消費生活研究会
（会長・遠藤 敦美 氏）

　「若宮賞」は山梨県内各地で、継続
的に優れた環境保全活動を行っている
個人や民間団体を表彰するものです。
当団体はリサイクル資源の回収や、活
用指導を行いごみ減量化に取り組むほ
か、地域の清掃活動などを行い住みよ
い環境づくりに寄与していることが評
価されました。

　峡南地区明るい社会作り協議会三珠支部では 12月 21日、
メンバーがサンタクロースに扮して三珠地区の保育所や社会
福祉施設を訪れプレゼントを配りました。同会では毎年、明
るい社会作りを目的に各施設に寄付をしていましたが、今年
は、この時期ならではの子どもたちが喜ぶ方法をと考え、サ
ンタクロースになって各施設を巡ることにしたそうです。同
会ではノーポイ運動の推進や、小学校新入生に交通事故防止
の黄色い帽子を配るなど社会奉仕運動を展開しています。

明るい社会はサンタクロースが作ります
峡南地区明るい社会作り協議会が施設を訪問

▶
突
然
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
訪
問
に
大
喜
び
す

る
園
児
た
ち
（
大
塚
保
育
所
）

■障害者援護功労者等知事表彰
模範保護者

須藤 きみ子 氏
　長年にわたり心身障害者授産施設で
の指導員を務め、平成 22 年には NPO
法人希会の理事長、翌年には就労継続
支援Ｂ型事業所「きりあ」を立ち上げ
るなど、障害者の厚生、療育などに熱
意を傾けました。また、自身が障害者
の保護者であり、他の保護者の模範と
なっていることが評価されました。

■㈱セルバ・サンフーズ市川大門店様

より、町内小中学校の整備事業にお役
立て下さいと、同店でお客様のご協力
で実施した「黄色いレシートキャンペ
ーン」での善意 56,000 円を町に寄付
して下さいました。

善意ありがとうございます

■佐野 涼子様（東京都北区）

■有泉 公人様（東京都国分寺市）

　 町 外 に お 住 ま い の 家
族、親戚、友人などに『市
川三郷町へのふるさと納
税』を紹介して下さい。

問町企画課企画政策係
☎ 055-272-1103

ふるさと納税制度のご案内

ふるさと納税制度へのご寄付
ありがとうございました

No.077 �0



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が�記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　「人口増加対策として町で新たに取
り組んでいる事業は？」の答えは③番

の「帯那地域新築戸建て住宅建設」が

正解でした。おかげさまでこの住宅に
も問い合わせが何件も来ているそうで
す。
　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
クロちゃんのママさん、渡辺はる江

さん、9229 さん、BECK さん、大武

芳子さん

① 肝臓がん
② 肺がん
③ 子宮頸がん

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）２月 16 日必着

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　市川三郷町での「がん」による死亡
原因で最も多いのは次のうちどれ？

No.077�1

12 月 27 日、本町と富士
川町では市川三郷町立病
院、社会保険鰍沢病院、
峡南病院の３病院の経営
統合について両町が話し
合う任意協議会を発足し

ました。この日、１回目の会合が開かれ会の名称を「市川三郷
町・富士川町新病院設置協議会」とし会長に久保眞一町長、副
会長に志村学富士川町長が選出されました。任意協議会は月１
～２回程度のペースで開かれ一般に公開されます。問い合わせ
は任意協議会事務局☎ 0556-22-2666 まで。

　１月８日、平成 24年成人式が歌舞伎文化公園ふるさと会館
で行われ、今年の新成人、平成３年４月２日から平成４年４月
１日に生まれた 166 名が出席しました。晴れ着姿の新成人た
ちは恩師との再会などを果たし、あちらこちらで記念撮影や思
い出話に花を咲かせていました。（写真上・町関係者、恩師た
ちとの記念写真）

　新成人を代表し八木幸人さん（右）は「日本を明るい未来に
していくことを誓います」と述べ、小池花子さん（左）は「日々
精進し、一人の人間として義務と責任に真正面から向き合って
いきます」と誓いの言葉を述べました。

以
前
に
も
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
キ

ャ
ラ
弁
を
作
っ
て
く
れ
た
ト
モ
カ
ち
ゃ

ん
（
本
紙
２
０
１
１
年
９
月
号
参
照
）
が
、
今

度
は
僕
た
ち
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
く
れ
た

ぞ
！
今
回
の
出
来
栄
え
も
最
高
で
、
も
っ
た
い

な
く
て
な
か
な
か

食
べ
ら
れ
な
い
ん

だ
。
僕
た
ち
の
ブ

ロ
グ
に
カ
ラ
ー
で

載
せ
て
あ
る
ぞ
！

見
て
ね
。
▽
市
川

三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー

公
式
ブ
ロ
グ
「
レ
ン

ジ
ャ
ー
日
記
」

市川三郷町・富士川町新病院設置協議会が発足

日本を明るい未来に！新成人、力強く誓う
平成 24 年市川三郷町成人式典
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■□■子宮頸がん予防ワクチン
小６〜高３相当の方の接種を全額助成します。

※  H24/4/1 以降の接種は全額自己負担となります。
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）
※対象者には通知しています。小学校卒業までに接

種して下さい。

■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
■□■日本脳炎

【特例対象者（H7/6/1 〜 H19/4/1 生まれの方）】

　勧奨の差し控えによって接種機会を逃した特例対

象者は、20 歳の誕生日の前々日までの間、不足回
数分の定期接種を無料で受けることができます。
※特例対象者は７歳６カ月～９歳未満、13 歳以上
20 歳未満でも定期接種を受けられます。
※接種を一�も受けていない方は、通常の接種間隔
に沿って接種して下さい。
■第１期初回▷６日～ 28 日までの間隔で２回　
■第１期追加▷初回２回目接種後、約１年後に１回
■第２期▷９歳以上で１回
※第１期の接種が途中の場合は、６日以上の間隔を
おいて残りの回数を接種して下さい。

【通常接種（H19/4/2 以降に生まれた方）】

■第１期▷接種対象年齢：６カ月～７歳６カ月未満
（標準的な接種年齢：３～４歳）

▷接種間隔と回数：（初回）６～ 28 日までの間隔
で２回接種　　（追加）初回２回目接種後、約 1 年
後に１回接種
■第２期▷接種対象年齢：９～ 13 歳未満
▷接種回数：１回
■□■麻しん、風しん予防接種

【対象者】

▪第１期⇨１歳以上２歳未満の児
▪第２期⇨５歳以上７歳未満の児
▪第３期⇨中学１年生
※ H24/3/31 までに接種して下さい。

▪第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
※ H24/3/31 までに接種して下さい。

▪修学旅行などの学校行事として海外に行く場合

は、高校２年生に相当する方でも接種ができます。

（対象者には通知しています）

■□■肺炎球菌ワクチン予防接種
【対象者】▷ 65 歳以上で初めて受ける方、または

前回の接種から５年以上経過している希望者▷ 60
～ 64 歳で障害者手帳１級取得者）

【料金】１回の接種につき 4,000 円が助成されます。
差額の 4,521 円が自己負担になります。
※接種を希望する方は役場にお申し込み下さい。

～　予防接種　～

　栄養相談、運動指導、調理実習をセットにした「メ
タボ予防」を中心とした教室です。１回のみの参加
も可能です。お気軽にご参加下さい。

【対象】メタボ予防の方、スリムになりたい方
【場所】六郷ふれあいセンター
【日程】２/23 ㈭、２/27 ㈪ [ 調理実習 ]、３/ ８㈭
【時間】午後１時 30 分～３時

　　　（調理実習は午前 10 時～正午）
【自己負担金】１回 200 円 

～ ヘルスアップ教室 ～

～ 市川三郷こころの相談ダイヤル ～

　　     ☎ 0556-32-1300
（いきいき健康課内　平日 9:00 ～ 16:00）

【日時】２/14 ㈫ 午後 1 時 30 分～午後４時
【場所】市川大門町民会館２階調理室
【対象】おおむね妊娠 5 カ月以降の妊婦

　　　 お子さんが生後 5 カ月未満の方
【内容】離乳食実習と試食 
【持ち物】エプロン ・ 筆記用具 ・ 母子健康手帳

※ 参加希望者は２/ ３㈮までにお申し込み下さい。
※ �児を希望される方は、申し込みの際に必ず「 �

児希望 」 とお伝え下さい。
【申し込み・問い合わせ】いきいき健康課子育て支援係

～ 離乳食教室 ～

〜子育ての楽しさや悩みを話し合ってみませんか？〜

【日時】３月２日 ㈮ 午後１時 30 分～　　
【場所】市川大門町民会館１階和室　
【対象】出生５カ月までの児とその母親
【内容】乳児と母親の健康チェック
【持ち物】母子手帳、バスタオル

～ リリース教室 ～

■２/ ７㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■２/15 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■２/23 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
　※発行にはおおよそ２時間かかります。

【持ち物】印鑑
　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

※貯筋教室日程はイベントカレンダーをご覧下さい



　─　子ども叱るな来た道だもの、

　　　　　年寄り笑うな行く道だもの　─

　だいぶ前のことですが、車窓から目に留まっ
たこの言葉が、事あるごとに心に響きます。
　少子高齢化社会が叫ばれ、様々な対策が講じ
られています。日本は終戦直後の昭和 22 年、
平均寿命は約 52 歳だったのですが、今や 83
歳となり世界に類を見ないスピードで平均寿命
世界一となりました。未曾有の超高齢者社会を
どうすれば安心して生活し、「豊かな人生」を
築けるか世界中から注目されています。
　総人口に占める 65 歳以上の割合が、７％以
上を高齢化社会、14％以上を高齢社会、21％
以上を超高齢社会といいます。本町は 31％で
すので、超高齢社会といえます。
　未来を担い将来を�すべく新生児の誕生は、
本町では年間 90 人程�しかなく、子どもたち
に期待したいところですが、さすがに重荷すぎ
ます。
　他人事ではなく、私たち一人ひとりの一生に
かかわることです。「地域ぐるみ」で、子ども
のこと、若者のこと、お年寄りのこと、行く道、
来た道、つないでいく道として、みんなで「豊
かな人生」を築くためにできることから始めて
みませんか？
　例えばとなり同士で声を掛け合う、見守る。
健康に過ごせるよう食事は腹八分目、十分な睡
眠、億劫がらず動くなどの老化予防。また、慢
心、過信せず、健康診断を受けるなど、些細な
ことでも幼い時からの習慣としてコツコツ積み
重ねていきたいですね。
　人生の主役は町民全員です。町では住みやす
く『豊かな人生』をおくるためのお手伝いとし
て、情報提供や健康診断の機会を用意するな
ど、知識や技術の提供をすることで一緒になっ
て取り組みます。一人ひとりの心がけと、住民
の参画による組織活動で、
みんなで障害を乗り越え、

『豊かな人生』を築き上げ
ていきましょう。
　「子ども」も「お年寄り」
も自分自身なのですから。

（保健師・一瀬礼子）

「超高齢社会・少子化社会を乗り越えるには」

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】２/ ７㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 23 年７月、10 月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】２/16 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 23 年１月、４月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■２歳児歯科健診 ⇨ 全地区の方対象
【とき・場所】２/21 ㈫  三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 21 年 12 ～平成 22 年２月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ

■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川大門地区の方対象
【とき・場所】３/ １㈭  市川大門町民会館
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 20 年 11 ～平成 21 年１月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診票、尿スティック、普段

使用の歯ブラシ
■□■５歳児健診 ⇨三珠・市川大門地区の方対象

【とき・場所】２月 17 日㈮ 市川大門町民会館
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 19 年１月～４月１日の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ

～　乳児・幼児健診　～

　このマークをつけている方がいたら、席
を譲ったり、近くでの喫煙を控えるなど配

慮をお願いします。

妊婦さんにやさしい環境を

※場所はいずれの回も市川大門町民会館
■２回目　２/10 ㈮　午後１時 30 分～

【内容】楽なお産のための妊婦体操とリラックス法
【持ち物】母子健康手帳、１回目で配布したテキスト

■３回目　２/24 ㈮　午後１時 30 分～
【内容】お産の時の呼吸法、お産のリハーサル　他
【持ち物】母子健康手帳、テキスト

■４回目　３/ ２㈮　午後１時 30 分～
【内容】子どもの育て方（沐浴指導、オムツの当て方）
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

～　母親学級　～
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2月の開催日（日付順）

 7 日（火）三珠庁舎
 8 日（水）本庁舎
 9 日（木）六郷庁舎

午前９時～正午

総務課広聴広報係☎ 055-272-1101　
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111

第24 回

第 15 回「元気、元気、元気！」
第 16 回「花火ライブ 2004 ～みんなの力で」

第 17 回「2005 祭り～ 永遠の華」
第 18 回「夢花火」

第 19 回「ふるさとからの絵手紙」
第 20 回「ありがとう～ おかげさまで 20 回」

第 21 回「キセキ ～ 元気をみんなに」
第 22 回「花火色の時間～ あなたも染まりにきませんか 」

第 23 回「がんばろう日本！がんばろう東北！～ 祈・鎮魂と復興」
第 24 回「？？？？？？？？？」

…■応募方法

ハガキまたはメールで①大会テーマ②テーマに込めた思い③住所④氏名
⑤年齢⑥電話番号を�記のうえ
〒409-3612 市川三郷町上野 2714-2 市川三郷町産業振興課商工観光係まで
ご応募下さい。メール ims1790@town.ichikawamisato.yamanashi.jp

■申し込み締め切り

２月 29 日（水）必着
※応募いただいたテーマは選考の上、実行�員会で決定します
※採用された方には有料観覧席ペアチケットをプレゼント
　（同内容の場合は抽選）

今年で 24 回目を迎える「神明の花火大会」の大会テーマを募集します。

大会テーマ募集

市川三郷町社会福祉協議会
市川三郷町社会福祉大会
やまなし映画祭２０１１クロージング上映作品

『きょうを守る』上映会
　町社会福祉協議会では毎年『やすらぎのひとときコン
サート』を開催していましたが、今回は特別に映画会を
企画しました。
　東日本大震災で被災した山梨県立大学生・菅野結花さ
んが制作・監督したドキュメンタリー映画です。菅野さ
んの出身地である陸前高田市の今を取材した内容をもと

に、懸命に生きていく人々の映像と生の声を伝えます。
上映前には菅野さんの舞台挨拶も予定されています。
　また映画のエンディングテーマ曲『ほしぞらとてのひ
らと』の CDが当たる抽選会もありますので、多くの皆
さまのご来場をお待ちしています。

※この事業は共同募金の配分金の一部を活用しています。

入場無料

３月４日日  PM1:30 ～
in 歌舞伎文化公園ふるさと会館

問町社会福祉協議会☎ 055-272-4179

(̂ _̂ )

問町産業振興課商工観光係☎ 055-240-4157


